
災害発生

１日目

３日目

７日目

３０日目

身の安全確保・待避消火活動

安否確認・消火救出活動

集合場所へ集結
組織体制確立

安否確認情報
収集・発信

ニーズ情報
収集・発信

復旧支援活動

復旧支援活動

避難所へ移動
状況確認

避難所でのニーズ収集
ボランティ活動

復興活動

行動指針フロー図

個人の行動指針 浜松ＪＣの行動指針

個人の行動指針

地震だ！
落ち着け！身を守れ！火を消せ！玄関を開けろ！

揺れはおさまった！
※津波・やま崩れの危険な地域はすぐに避難
火元を確認！家族は大丈夫か！
非常持ち出し品！靴を履いて外へ！

みんな無事か！近くに火は？
大声で知らせろ！消化器を使え！バケツリレーだ！
余震に気をつけを！

ラジオをつけろ！家族と連絡を取れ！
デマにまどわされるな！１７１を使え！
※避難するときは
ガス栓を閉めろ！ブレーカーを切れ！
車で逃げるな！落下物・倒壊物に気をつけろ！
行き先メモを玄関に！子どもを学校に迎えに行け！

みんなで協力しろ！
火を消せ！けが人を助けろ！危険な場所は消防署な
どに連絡！簡単な手当ては自分で！

みんなで助け合おう！
生活必需品は備蓄でまかなえ！倒れた家に入るな！
無理はするな！がまんと助け合い！
※動けるＪＣメンバーは、浜松市福祉協議会
（福祉交流センター）に集合！

避難所生活に入ったら ３ヶ条
自主防災を中心に！ルールを守れ！
助け合おう！※災害弱者に心づかい
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本部長 対策会議

和久田惣介 副理事長

連絡・調整 副本部長 監事

日本ＪＣ 宮地亮

東海地区協議会

静岡ブロック協議会 総括 情報担当

宮尾晃輔 久米崇也

人的支援担当 物的支援担当 義捐金担当

鈴木優一 大場裕太郎 細谷俊介

浜松ＪＣ危機管理組織図

職務

本部長

副本部長
対策会議

総括
連絡・調整
情報担当

物資担当
人的担当

義捐金担当

支援活動の全てを総轄しその責任を負う。
対策会議を招集することができる。
本部長を補佐し、代行することができる。
本部長により招集され、本部長の意思決定に対し答申
することができる。
すべての支援活動を掌握し管理運営をする。
各組織との連絡および調整を思想活に報告をする。
総轄を補佐し、支援活動が円滑にできるよう対処する。
全ての情報を集積し管理分析する。
会員および民間より援助物資を徴集し管理配送をする。
被災地および各セクションの要請に従い人員を招集配置
する。
義援金を募集管理し適切な箇所へ運用する。

本部長は、原則当年度の理事長とする。やむを得ず理事長が
職務に就けない場合等は副本部長が行い、副本部長が職務
に就けない場合はその場にいるメンバーによる互選とする。

副本部長は、原則直前理事長又は次年度理事長予定者とす
る。本部長は副本部長を任命することができる。

対策会議は、原則当年度及び次年度の正副理事長、顧問、
監事がこれにあたり、必要に応じて本部長が任命する。

総括は、原則当年度専務理事とする。やむを得ず専務理事が
職務に就けない場合は、本部長が任命する。総括は、その責
任の範囲内において、必要に応じて副総括を任命することがで
きる。この場合、速やかに本部長に報告しなければならない。

連絡・調整は、本部長が任命することができる。

情報担当は、年度初めに理事長が指名する。指名されたもの
が職務に就けない場合は、本部長が任命する。情報担当は、
その責任の範囲内において、必要に応じて副担当を任命するこ
とができる。この場合、事前または事後に総括を経由して、本部
長に報告しなければならない。

人的支援担当、物資担当、義援金担当は、本部長が任命す
ることができる。各担当はその責任の範囲内において、必要に応
じて副担当を任命することができる。この場合、事前または事後
に総括を経由して、本部長に報告しなければならない。

本部長は必要に応じて部署の新設、担当の任命をすることがで
きる。

本部長は、部署の廃止、担当の解任をすることができる。

任命等
１．

２．

３．

４．

５．

６．

７．

８．

９．



組織の行動指針
災害発生日の翌日午前１１時までに当年度理事長は、浜松
ＪＣの番号の「１７１」に下記の伝言を録音する。
■職務につける状態かどうか
■職務に就ける場合は、集合時間と集合場所の指示
※災害発生が午前１１：００～深夜０：００の場合、翌
日 を２日後、２日後を３日後を読みかえる。
※集合場所の指定がなければ、浜松市社会福祉協議会とす
る。（浜松市中区成子町１４０-８ 福祉交流センター）

当年度理事長が職務に就けない場合は、直前理事長または
次年度理事長予定者が上記の伝言を録音する。

理事会構成メンバーは、買う字伝言を確認し、指定された時間
に指定場所に集合する。
※ただし、原則として地域の活動を優先させる。

当年度理事長等からの連絡が入らない場合は、理事会構成メ
ンバーは２日後の午前１１時に、浜松市福祉協議会前に集
合する。

メンバーは携帯電話、ノートブックパソコン等を持参し、本部長の
指示に従って行動をとることとする。
※理事会構成メンバーは、自転車盗をあらかじめ災害時交通
手段を準備しておくこと。

浜松ＪＣメンバーが災害等に巻き込まれた場合、下記の方法
でメンバーに救援要請することができる。
・浜松ＪＣの番号の「１７１」に連絡を入れる。
※ただし、３０秒以内なので要点を整理すること
・携帯電話が使用可能な場合、理事会構成メンバーへ連絡を
入れる。

総括は浜松ＪＣの「１７１」を少なくとも１時間に１回は確認
を行い、上記のメッセージを受信した場合、直ちに本部長に報
告を行う。

組織の行動指針
１．

２．

３．

４．

５．

メンバーのＳＯＳ発信について
１．

２．

災害
発生

理事長は、浜松ＪＣの電話番
号の「１７１」にメッセージを入
れる。
理事長が職務に就けない場合
は、直前理事長または次年度
予定者が行う。

理事会構成メンバーは、各自
メッセージを確認し指定された場
所に集合する。

理事長等からのメッセージが
入らない場合、理事会構成
メンバーは社会福祉協議会
前に集合する。

当日

災害発生が午前１１：００～
深夜０：００の場合は、以下
２日後（３日目）と読みかえる

翌日 午前１１：００

※理事会構成メンバーは、自転
車等移動手段をあらかじめ確保
しておくこと。
※可能であれば携帯電話、パソ
コンを持参する。

翌日 指定時間

組織活動開始
・ＨＯ立上
・メンバー向けメッセージ発信
（携帯電話・ラジオ等）

２日目 午前１１：００

※本部長選任 組織行動開始



地震予知情報について

静岡県内には約８００箇所の地震の観測ポイントがあり、２４時間
体制で地震の予兆はないかを観測しています。
完治された自身の予兆は、第１段階の「観測情報」、第２段階の「注
意情報」、第３段階の「予知情報」、最終段階の「警戒宣言」に分類
され発信されます。
「観測情報」は、観測ポイントに異常な動きがあればすぐに発信されま
す。その後変化がなければ「異常なし」の再観測情報が流されますが、
状況が悪化すれば第２段階の「注意情報」へと発展します。「注意情
報」発令後、地震防災対策強化地域判定会が招集され、総合的見
地から東海地震に発展するか否かの判定をします。「発展するだろう」と
判断された場合、気象庁長官が、「予知情報」を発表し、閣議決定後、
内閣総理大臣が「警戒宣言」を発令します。

注意情報警戒発令後の社会の対応

「注意情報」発令後、病院は外来患者の受け入れを制限します。
幼稚園、小学校は休校となり、保護者は園児、児童を引き取ります。
最終段階である「警戒宣言」が発令されると、社会の動きは大きく変化
します。
銀行等金融機関はＡＴＭを除き営業を停止します。
道路交通は規制され、東名高速道路への乗り入れは出来なくなります。
ＪＲ東海道線は津波被害を考慮し、由比・清水・焼津・金谷・弁天
島・新居町を除く最寄り駅に停車します。乗客は停車後、安全な場所
に避難します。浜松駅で下車した場合の避難場所はシンボルロードで
す。

地震予知の流れ

注意情報・警戒情報発令後の社会の対応

気象庁以外の
監視網

地震活動等
総合監視
システム

（気象庁）

異常現象
発生

観測情報

観測情報

異常増大

地震防災対策強化地域判定会

予知情報（気象庁長官）

警戒宣言（内閣総理大臣）

注意情報 警戒宣言

電気・水道 使用可能 なるべく使わない

電話 使用可能 使用可能

バス 平常運行 運行中止

鉄道 平常運行 運行中止

道路 平常運行可能 交通規制

百貨店 段階的営業中止 営業中止

コンビニ等 平常営業 一部営業継続

銀行 平常営業 営業中止

病院等 外来診療制限 外来診療中止

学校・幼稚園 帰宅 閉校・閉園

異常なし

異常増大
注意情報



災害用伝言ダイヤル「１７１」の使い方

サービス開始時期
震度６弱以上の地震発生
災害等の発生により電話が相当込み合ったとき
警戒宣言発令後、状況に応じて提供 等

利用可能な端末
ＮＴＴの電話
ＮＴＴの公衆電話
携帯電話
ＰＨｓ
ＩＳＤＮ
ひかり電話

録音可能な伝言数
１～２０伝言

録音時間
１伝言３０秒以内

伝言の保存期間
サービスの提供終了まで

注意事項
① 災害により電話がかかりにくくなっている地域の加入電話・ＩＳＤ

Ｎ・ひかり電話番号及び携帯番号等の電話番号に登録可能
② 被災地内の録音が優先されるため、被災地外からの録音は最初

のうちは制限される場合がある
③ サービスの提供条件など詳細は、提供開始時にテレビ・ラジオ・Ｎ

ＴＴホームページを確認。
④ 被災地内から利用の場合も、必ず市外局番からダイヤルする。

録音・再生方法

重傷者は、トリアージを受けた後、救護病院に搬送されます。
救護病院は、耐震性を備えた病院で災害時でも治療ができると
されている病院です。
以下が救護病院となります。



応急救護所
避難所の中には、医業器具等を備えた応急救護所となるところもあり
ます。応急救護所は災害時に医師が常駐し負傷者等の応急手当て
を行います。以下が応急救護所になる予定の場所です。

【中区】
佐藤小学校・相生小学校・追分小学校・広沢小学校・西小学校・
県居小学校・冨塚小学校・花川小学校・竜禅寺小学校・
浅間小学校・元城小学校・東小学校・北小学校・曳馬中学校・
萩丘小学校・佐鳴台小学校・開誠館中学校

【東区】
蒲小学校・和田小学校・・中ノ町小学校・与進小学校・
笠井中学校・積志小学校・中郡中学校

【西区】
神久呂小学校・入野中学校・湖東中学校・和地小学校・
篠原小学校・村櫛小学校・庄内学園・舞阪小学校・
雄踏文化センター

【南区】
飯田小学校・白脇小学校・河輪小学校・新津小学校・南陽小学校・
南の星小学校・砂丘小学校・可美小学校

【北区】
三方原小学校・豊岡小学校・都田小学校・気賀小学校・
井伊谷小学校・奥山小学校・鎮玉診療所・三ケ日西小学校・
三ケ日東小学校・三ケ日協働センター

【浜北区】
浜名中学校・北浜中学校・北浜東部中学校・浜北北部中学校・
麁玉中学校・内野小学校・北浜南小学校・

【天竜区】
熊小学校・上阿多古小学校・二俣小学校・清竜中学校・
光明小学校・横山小学校・犬居小学校・熊切自治会館・
（旧）春野北小学校・春野中学校・佐久間病院附属浦川診療所・
佐久間病院附属山香診療所・城西ふれあいセンター・
水窪総合体育館・龍山診療所

平成２８年４月１日現在

救護病院
重傷者は、トリアージを受けた後、救護病院に搬送されます。
救護病院は、耐震性を備えた病院で災害時でも治療ができると
されている病院です。
以下が救護病院となります。

遠州病院 453-1111

丸山病院 473-6721

浜松医療センター 453-7111

浜松市リハビリテーション病院 461-8331

聖隷浜松病院 474-2222

浜松医科大学医学部付属病院 435-2111

浜松労災病院 462-1211

浜松北病院 435-1111

松田病院 448-5121

浜松南病院 443-2111

すずかけセントラル病院 443-0111

聖隷三方原病院 436-1251

浜松赤十字病院 401-1111

天竜病院 583-3111

十全記念病院 586-1115

佐久間病院 965-0054


